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１.はじめに 

１.１ I 群・電気情報工学科へようこそ 

 電気情報工学科の教職員一同、皆様を歓迎申し上げます。 

工学部で学ぶことができる内容の中で、電気情報工学科で学ぶ内容ほど人の営みに幅広く関

わる学問は他の学科にはないと言ってよいでしょう。例えば、スマートフォンで美しい写真を撮

ることができます。これは、画像データを処理するソフトウェアと、レンズで捉えた光をデータ

に変換するハードウェアとの連携で実現しています。サイバーフィジカルシステムは、現実であ

るフィジカルシステムからデータを取得し、コンピュータ上のサイバーシステムで処理・解析・

判断を行い、その結果を現実世界に戻すことにより、私たちの生活や社会活動をより効果的で効

率がよいものにし、新しい価値を創り出します。ここで必要となる、測りたい量をデータに変換

するセンサ、データを伝送する通信、大量のデータを解析するデータサイエンス、解析結果に基

づいて判断を下す意思決定、決定を現実化する制御、これらの装置類へのエネルギー供給はすべ

て電気情報工学分野に含まれます。電気情報工学科では、このようなソフトウェア・論理とハー

ドウェア・物理の両方にわたる幅広い内容を学びます。 

電気情報工学は、上に書いたように、私たちの生活や社会活動に、賢さ、快適さ、速さ、強さ、

安全安心をもたらすことに大いに貢献しています。また、今後も貢献し続けます。皆さんには、

電気情報工学科で学んだことを活かしてこの貢献を担っていただくことを期待しています。 

私たち電気情報工学科教職員のミッションは、柔軟で大きな可能性をもった皆さんの一人ひ

とりが、将来、電気情報工学を基礎に、輝きながら社会に貢献できるよう学びの場を提供するこ

とです。私たちはそのための最良のカリキュラムを用意しました。 

本書は、皆さんがこれから学んでいく上で知っておいてほしい事柄を皆さんに伝えるための

ものです。先ずは全体を通して理解するとともに、卒業まで無くさずに保管して活用して下さい。 

 

１.２ 期待される学生像 

九州大学工学部は、「九州大学教育憲章」に則り、主体性と工学分野の専門性、先導性、学際

性、国際性の育成を目指す学士・修士一貫型教育における学士課程の教育を通して工学の専門性

を活かしたジェネラリスト、および高い倫理感と国際性をもって我が国の工業技術を先導し、人

類社会の課題解決に貢献する工学のプロフェッショナルの基盤を培うことを目的としています。

さらに、電気情報工学科では、電気情報工学の数理・物理・情報学的側面からシステムまでの知

識を体系的に獲得させ、半導体デバイス、装置・機器、システム、情報システムの動作原理を理

解し、これらに関する新しい技術開発を行う能力と、それを通して安全・安心、持続可能で豊か

な社会に貢献する人材を育成することを目的としています。このために、学生の皆さんには以下

のことを期待します。 
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・自ら諸問題を発見し、これらを解決するための課題を設定し、その深い解明をめざして学習し

ようとする自主性があること。 

・自らの能力を最大限に発揮していこうという意欲があること。 

・基礎的な学力を身につける努力をいとわず、積極的に学習する意欲があること。 

・一般的な教養を高めて、広くかつ深い識見を持つよう努力し、リーダーとして社会で活躍する

意欲があること。 

・国際化社会を鑑み、語学上達への強い意欲と異文化交流への関心をもち、十分なコミュニケー

ション能力を身につけること。 

 

２.電気情報工学科で学べる学問分野とコースについて 

 電気情報工学科に関連する学問分野は広いため、電気情報工学科は三つのコース（計算機工学

コース、電子通信工学コース、電気電子工学コース）を用意しています。各コースの分野特性を

下に記します。皆さんはこのいずれか一つのコースを１年後期終了時に選択する必要がありま

す。その後は各コースに分かれて授業を受けることが多くなるので、このコース選択を「コース

分け」と呼んでいます。詳細は４章で説明します。一方、全コースに共通の基礎科目が用意され

ています。図１は、基礎科目やその他の科目にどのようなものがあるか、またそれらとコースと

の対応をおおまかに示したものです。 

授業科目は、必ず修得すべき「必修科目」と自分で選択して学ぶ「選択科目」に分類されます。

必修科目はコースごとに異なります。一方、選択科目は自身が属するコース以外向けに開講され

る授業科目も履修することができます。 

 

計算機工学コース（ＣＭコース）：計算機科学を中心とした情報工学に関連する学術分野の知識、

計算機のハードウェアとソフトウェアに関する基礎から応用までの知識を幅広く身に付け、情

報システムの設計と構築を行うための基礎能力を修得します。また、電気工学や電子工学に関す

る基礎的な知識も身に付けることで、情報化社会を支えるシステム構築に対応できる幅の広い

人材を育成します。 

 

電子通信工学コース（ＥＣコース）：情報・通信技術（ＩＣＴ）の数理・物理的側面からシステ

ムまでを体系的に学習します。エレクトロニクスの知識をもとにして、情報処理や情報通信のた

めの機能集積化技術およびシステム化技術を修得するとともに、システムを構成する要素技術

に関する幅広い知識も身に付けます。これにより、情報・通信システムの全体を俯瞰でき、人々

の生活を豊かにする新しい技術に挑戦する気概を持つ人材を育成します。 
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電気電子工学コース（ＥＥコース）：電気電子工学の数理・物理的側面からシステムまでの知識

を体系的に獲得し、電気電子工学の知識をもとにして、各種電気機器やエネルギー変換機器の最

適設計技術および電気電子システム化技術を修得します。また、電気電子システムを構成する要

素技術に関する幅広い知識を身に付けることで、将来の社会基盤と科学技術の発展に対する適

応力と広い視野、総合力ならびに独創性を持つ人材を育成します。 

 

表１には、各コースが研究や産業分野にどう対応しているかをキーワードによって示してい

ます。これらの図表から、電気情報工学分野のカバーしているスペクトルの拡がりが理解できる

でしょう。 

 

３.入学から卒業まで 

 入学から卒業までの４年間は１年から４年までで構成され、各学年はセメスター制とクォー

ター制により学期に分かれます。セメスター制においては１学年は前期と後期から成り、クォー

ター制においては春学期、夏学期、秋学期、冬学期から成ります。各学期の履修科目と主な行事

をまとめると図２のようになります。 

 

３.１ 入学時のクラス分けとクラス指導教員 

 Ⅰ群入学の皆さんは入学と同時に学生番号順に二つのクラスに分かれます。それらは理１４、

理１５と呼ばれます。１年生の間は概ねこのクラス単位で講義を受講します。コース分けした２

年生からはクラス単位で開講される講義とコース単位で開講される講義があるので注意して下

さい。 

 皆さんが卒業研究に着手するまでの間、つまり３年次が終わるまでの期間に、皆さん一人ひと

りに学習や生活上の助言をしたり、相談窓口を務めるクラス指導教員が、１０余名ほどの班ごと

を担当しています（表２－１，２－２を参照）。班担当の教員は同じ番号で学年が異なる班の教

員と互いに連携していますので、先輩との連携などをとるときも、班の指導教員に相談してくだ

さい。さらに、事情によって各コース長や学科長も随時相談を受け付けます。コースの選択、卒

業研究の研究室、勉学やその他の問題についてアドバイスを得たいときには、まずはクラスの班

の指導教員に相談して下さい。 

クラス指導教員やコース長、学科長に連絡が取りにくい場合には教務事務室（ウエスト２号館

３階３０７号室）を気軽に訪ねて下さい。 

卒業研究に着手した後は、卒業研究指導教員や就職担当教授が大学院進学や就職について相

談に応じることになります。 
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３.２ １年次 

 １年前期（春学期）～２年前期（夏学期）は伊都キャンパス・センターゾーンとウエストゾー

ンにおいて、２年後期（秋学期）～４年後期（冬学期）は主として伊都キャンパス・ウエストゾ

ーンにおいて授業が行われます（図２を参照のこと。以下の説明に際しても適宜図２を参照して

下さい）。 

 １年前期（春学期）～２年前期（夏学期）には、伊都キャンパス・センターゾーンにおいて言

語文化科目、健康・スポーツ科目、総合科目、理系ディシプリン科目、文系ディシプリン科目、

サイバーセキュリティ科目等の基幹教育科目の授業が行われます。これについては、参考資料１

「基幹教育履修要項」をよく読んで、学習計画を立てて下さい。また、１年次は週１回（専攻教

育日：火曜日４限）伊都キャンパス・センターゾーンまたはウエストゾーンにおいて、工学部共

通科目を含む専攻教育科目の授業を受けることになります。１年次に開講される専攻教育科目

の時間割は表３の通りです。ただし、Ⅵ群に入学してⅠ群に配属された学生（以下「Ⅵ→Ⅰ群配

属者」という。）は、Ⅰ群の専攻教育科目「電気情報工学入門」を２年次で履修します。 

 

３.３ ２年次からのコース分け 

 電気情報工学の分野は通信メディア、コンピュータ、知能システム、言語処理、電子材料、デ

バイス、システム制御、電力など極めて広い技術分野を含んでおり、その内容も高度になってき

ています。このため学部４年間で全ての分野を深く学ぶことは困難です。そこで電気情報工学科

では２年次から三つのコースを開設し、皆さんがその一つを選んで効果的に電気情報工学を学

習できるようにしています。 

 コース分けは２年前期開始前に（開催時期は要確認）説明会を開催した後に、Ⅰ群入学者と、

Ⅵ→Ⅰ群配属者とを区別することなく行います 1。各コースの内容をよく知り、自己の適性や自

分の将来像をよく考えた上でコースを選んで下さい。ただし、各コースには定員が設定されてお

り、希望者が集中した場合には１年次の科目の成績を参考にして振り分けられます。 

コース分けの方法 

• 各コースの配属人数に枠を設けⅠ群在籍者（Ⅵ→Ⅰ群配属者を含む）をほぼ１／３ずつ配属し

ます。 

– 上限： Ⅰ群在籍者数 ／３×１．１ （小数点以下切り下げ） 

– 下限： Ⅰ群在籍者数 ／３×０．９ （小数点以下切り上げ） 

• 上記の人数制限のもとで、以下に記す科目の成績を参考に配属します。 

 

 
1 １年間休学している者を除く 
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コース分けの際に参考にする科目 

下記科目の１年次終了時の成績（GP：Grade Point、５.1 履修登録および成績掲示 参照）を参

考にします。ただし、これらの科目の成績だけではコース決定が困難な場合には、１年次終了時

の全科目の成績 （GP）を参考にします。 

 

• 英語 

- 学術英語・インタラクション 

- 学術英語・アカデミックライティング 

- 学術英語・アカデミックリテラシー(各 1) 

 

• 理系ディシプリン科目およびサイバーセキュリティ科目の必修科目のうち下記の科目 

– 微分積分学Ⅰ 

– 微分積分学Ⅱ 

– 線形代数学Ⅰ 

– 線形代数学Ⅱ 

– 力学基礎 

– 電磁気学基礎 

– プログラミング演習 

– 自然科学総合実験 

– サイバーセキュリティ基礎論 

 

・工学部専攻教育科目 

– データサイエンス序論 

 

２年後期（秋学期）に入ると、三つのコースに分かれた専攻教育科目の授業が本格的に始まりま

す。各コースのカリキュラムの詳細な説明は、２年開始前のコース分けに関する説明会にて行い

ます。選択科目を選択する際の指針として各コースの代表的分野（表４参照）の選択科目を選択

推奨科目として提示していますので、各自の興味や進路に応じて参考にして下さい。 
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３.４ ３年次への進級 

 ２年後期終了時において、下記の①～③の条件をすべて満たした学生は、３年次へ進級し３年

前期以降に開講される専攻教育科目を履修することができます。 

① 電気情報工学科が要求している基幹教育科目 2から、「自然科学総合実験」（１単位）を

含む３６単位以上を修得していること。 

② コースごとに要求されている専攻教育科目 3から２７．５単位以上を修得していること 

③ ②のうち、下記の科目を修得していること。 

・電気情報工学入門 

・工学倫理 

・データサイエンス序論 

 

３.５ ４年次へ（卒業研究着手） 

 ３年後期終了時において、下記の①～③をすべて満たした学生は、４年次に実施される卒業研

究に着手することができます。必修科目と選択科目でそれぞれ必要単位が定められているので

注意して下さい。 

① 基幹教育科目について電気情報工学科が定める卒業要件のうち、高年次基幹教育科目 

（２単位）の修得を除くすべての要件をみたしていること。 

② コースごとに要求されている専攻教育科目 4から、必修科目４６．５単位以上を含む 

６４．５単位以上を修得していること。 

③ ②のうち、下記の科目を修得していること。 

・電気情報工学入門 

・工学倫理 

・データサイエンス序論 

・工学概論 

・電気情報工学セミナーＡ 

・電気情報工学基礎実験 

・電気情報工学実験Ⅰ 

・電気情報工学実験Ⅱ 

・電気情報工学実験Ⅲ（計算機工学コースのみ） 

 
2 参考資料１ 基幹教育履修要項 履修細目参照 
3 本冊子 p.19～ 表５要求科目表を参照 
4 本冊子 p.19～ 表５要求科目表を参照 
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３.６ 卒業研究のための研究室配属 

 卒業研究の着手が認められた学生は、卒業研究の指導教員を選ぶことになります。教員によっ

ては卒業研究の内容を考慮してそれに応じたコースを示している場合もありますが、指導教員

の選択はコースとは関係なく行うことができます。コース選択と同様に卒業研究の指導教員の

選択に際しては皆さんの希望を重視します。しかし、指導教員ごとに定員が設けられているので、

希望者が多い場合には成績に従って振り分けられることになります。その際参考にする科目は、

各コース専攻教育科目の必修科目（コースによって異なる）です。これらの科目の成績だけでは

配属決定が困難な場合には、専攻教育科目の選択科目も合わせて参考にします。 

 なお、２年前期（春学期）から４年後期（冬学期）の間に、高年次基幹教育科目２単位を修得

する必要があるので注意して下さい。 

 

３.７ 卒業の要件 

卒業研究を終えるといよいよ卒業です。卒業するには下記①、②を内訳とする１３２．５単位

以上を修得する必要があります。 

① 基幹教育科目 ４５単位 

各科目区分の要件は、参考資料１「基幹教育履修要項」の履修細目を参照すること。 

② 専攻教育科目 ８７．５単位（１年次の専攻教育科目含む） 

    各コースに要求される必修科目／選択推奨科目／選択科目については、４章を参照する 

こと。 

 

３.８ システム情報科学府の入学試験について 

電気情報工学科の学生の多くは、卒業後に大学院に進学します（８章を参照）。システム情報

科学府では、毎年６月～８月頃に入学試験を実施しますが、入学試験には「一般試験」と「特別

試験」の二種類があります。 

このうち「一般試験」は、「学科試験」及び「口頭試問」により合否が判定されます。また「特

別試験」は、「学科試験」及び「口頭試問」に先立ち、「口述試験」を行い、それにより希望す

る専攻での勉学に高い意欲と適性、ならびに充分な学力があると認められる者については「学科

試験」及び「口頭試問」を免除して合格とします。 

「口述試験」を受験できる者は、「特別試験」を選択した者の中から、学部の成績（GP）（最

終出身大学等の成績証明書等）による書類審査により選抜されます。 
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４.コースごとの要求科目  

 電気情報工学科の学生は１年前期から４年後期において、以下に定めるコースごとの要件を満

たすように専攻教育科目の単位を修得する必要があります（表５参照）。 

① Ⅰ群入学者は１年次に修得すべき専攻教育科目の総単位数は各コースとも共通で４単位、

Ⅵ→Ⅰ群配属者は３単位です。専攻教育科目は必修科目も自身で履修登録を行って下さ

い。 

② ２年前期の開始前に三つのコース（計算機工学コース（ＣＭコース）、電子通信工学コー

ス（ＥＣコース）、電気電子工学コース（ＥＥコース））のいずれか一つを選択し、以降

の学期でコースごとに要求されている専攻教育科目の授業科目を履修しなければなりま

せん。 

③ ２年前期～４年後期に修得すべき専攻教育科目の総単位数は各コースとも共通で８３．

５単位（Ⅵ→Ⅰ群配属者は８４．５単位）以上です（卒業要件単位数は１３２．５単位

であり、その内訳は基幹教育科目４５単位、専攻教育科目８７．５単位（１年次の専攻

教育科目を含む））。 

④ 表５において、コース欄に記した○は各コースの必修科目、△は各コースの選択推奨科

目、無印は選択科目を表します。 

⑤ 図３～５に各コースの科目系統図を示します。これらの図は各コースのどの分野にどの

科目が関係し、さらに科目間にどのような関連があるかを示しています。各自の興味や

将来の希望進路に応じて科目履修のプランを立てる際に役立てて下さい。 

⑥ ３年次までに開講される各コースの選択推奨科目または選択科目を時間割の都合で３年

次に履修できない場合には４年次に履修して下さい。 

 

※注 

表５には１年前期～４年後期の専攻教育科目のみを記載しています。これらの学期におい

ては、同表に記載している科目の他に、入学年度の「基幹教育履修要項」（参考資料１）に記

載された履修細目にしたがって、基幹教育科目を履修しなければなりません。 

 

５.履修登録と成績評価 

５.１ 履修登録および成績掲示 

① 履修登録 

  基幹教育科目と専攻教育科目の履修登録は、学務部ホームページ（履修関係情報） 

https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/faculty/class/learning/registration/ にアクセスし、学生ポータ

ルシステム（Campusmate-J）により行います。履修登録が正しく行われていない場合、
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履修・受験しても単位が認められないので注意して下さい。期限後のデータ修正は困難

ですので、決められた期限を必ず守って下さい。履修科目の登録方法、期限については、

上記 URL を確認して下さい。 

 

② 成績掲示 

  皆さんが履修した科目の成績は、学期終了後、学生ポータルシステム（Campusmate-J）

に掲載されます。九州大学では、GPA （Grade Point Average） 制度により、学部の全授

業科目の成績評価を行っています。 

  GPA 制度による成績評価 5は、以下の通りです。GPA 2.0 以上を卒業の目安としていま

す。 

   𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺𝐺 = �𝐺𝐺𝐺𝐺 ×取得単位数�の総和

履修登録単位数
 

 

評語 成績の区分 GP 

S Excellent 基準を大きく超えて優秀である ４ 

A Good 基準を超えて優秀である ３ 

B Satisfactory 望ましい基準に達している ２ 

C Pass 単位を認める最低限の基準には達している １ 

F Fail 基準を大きく下回る ０ 

W Withdrawal 履修中止 － 

R Recognition 認定科目（合否判定科目等、および本学以外で修得した

科目を単位として認めたもの） 

－ 

(注) 1．「S～C」を合格、「F」を不合格とする。 

   2．「W」および「R」は、GPA の算出対象外とする。 

   3．「合否判定科目等」とは評点を付さずに「合・否」等（２段階）で評価する科目を指す。 

 

５.２ 再履修について 

 ＦあるいはＣと評価された科目は再履修することができます。ただし、ＦおよびＣの成績評価

のついた科目全てについて再履修出来ることを保証するということではなく、クラス規模によ

っては再履修の希望に応えられず、再履修が認められない場合もあります。そのため、再履修を

希望する場合には、予めその可否については自分で授業担当教員に確認することが必要です。再

 
5 参考資料１ 基幹教育履修要項参照 
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履修はあくまでも例外的な措置として捉え、初回の履修時にＢ以上の成績評価を修得できるよ

う努めることを勧めます。 

 再履修した場合、過去に得たＦあるいはＣの評価は、再履修によって得た評価に置き換えられ

ます。なお、再履修後の評価が再履修前より低い評価であっても、再履修によって得た評価に置

き換えられるため注意が必要です。例えば、Ｃ評価であった科目が再履修でＦ評価となった場合、

その科目についてはＦに置き換えられ、単位も認められなくなります。 

※注 

 再履修の場合は、以下のように科目によって取り扱いが異なりますので注意して下さい。なお

再履修の科目が基幹教育科目の場合は、学務部基幹教育・共創学部課基幹教育教務係に確認して

下さい。 

① 再履修の科目が「常微分方程式とラプラス変換」「複素関数論」の場合 

これらの科目については他の学科向けにも同じ名称で講義が開講されています。再履修

の場合には、他学科向けの講義を受講しても良いですが、必ず受講前に講義担当教員に

申し出て許可を取って下さい。 

② 再履修の科目が「電気情報工学入門」の場合 

自分の所属クラス以外の講義を受講しても良いです。 

③ 再履修の科目が「工学倫理」「データサイエンス序論」の場合   

必ずⅠ群対象の講義を受講して下さい。 

④ 再履修の科目が電気情報工学科の科目のうち、２年次以上を対象とした科目の場合（た

だし上記①を除く） 

  必ず自分の所属コースの講義を受講して下さい。 

（例）電気情報工学科 電子通信工学コース（ＥＣコース）の学生が「電磁気学Ⅰ」を再履

修する場合は、計算機工学コース（ＣＭコース）や電気電子工学コース（ＥＥコース）

対象の講義ではなく、必ず電子通信工学コース（ＥＣコース）対象の講義を受講して下

さい。 

 

再試験 

 不合格とは単位修得が認められなかったものであり、必修科目の場合、修得しなければ卒業で

きないので、今後なお一層の努力が必要となります。なお、再試験は授業開講の次学期以降に実

施することができるとされており、その成績次第で合格の判定を受けることができますが、授業

中のレポート、小テスト、中間テストの成績等を重視する教員もあり、再試験の成績のみで単位

を修得することができるかどうかについては、授業担当教員に確認して下さい。再試験の評価が

不合格等（不合格、試験欠席）の場合は、次学期以降に改めて履修登録を行って下さい。 
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 授業科目によっては再試験の実施が困難なものがありますので、再試験が試験時間割に明示

されていない科目については個別に授業担当教員に確認して下さい。再試験が実施されなかっ

た場合にも次学期以降に改めて履修登録を行う必要があります。 

 

６.学習環境 

６.１ 理系図書館 

 理系図書館は図６のように、ウエスト２号館に隣接しています。開館時間や利用方法については九

州大学理系図書館のホームページ https://www.lib.kyushu-u.ac.jp/ja/libraries/scitech を参照して下さい。 

 理系図書館には、約１００万冊の蔵書のほかに、無線 LAN、複写センター、グループ学習室、

オープンセミナー室、ラーニングコモンズ、AV ブース、リフレッシュコーナーなどが整備され

ています。これらの施設や設備を、学習のみならず、より豊かで充実した学生生活を送るために

大いに活用して下さい。 

 

６.２ 学生用計算機システム 

 電気情報工学科の学生を対象とした計算機システムです。大きく２つのシステムに分かれて

おり、実験や演習などに利用する授業科目の関係からコースによって利用するシステムを分け

ています。利用上の注意やマナーを守って有効に活用して下さい。 

① 教育用計算機システム(１)  

・利用対象者： 主に電子通信工学コースおよび電気電子工学コースの学部学生 

・設置場所： 創作工房７（ウエスト２号館 ３１６－１号室） 

・システム構成の概要 

  デスクトップパソコン ６１台 

  カラーレーザープリンタ ２台 

  ソフトウェア： 

Office （Word、Excel、PowerPoint など）--- ドキュメント、プレゼン資料作成 

MATLAB  --- 制御、数値計算 

Mathematica  --- 技術計算 

LabVIEW --- 計測  

Multisim  --- 回路シミュレーション 

 

・用途： 

 授業の演習、レポート作成、計算機ネットワークの利用（電子メール、WWW 閲覧など） 
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② 教育用計算機システム(２)  

・利用対象者：計算機工学コースの学部学生（利用に際してはアカウントとパスワードが

必要） 

・設置場所： 情報処理演習室（ウエスト２号館 ５０５号室） 

   創作工房３および４（ウエスト２号館 ３０４号室および３０５号室） 

・システム構成の概要 

【情報処理演習室】 

     デスクトップパソコン ７０台 

     レーザープリンタ ５台 

     ソフトウェア 

        C/C++コンパイラ、アセンブラ、エディタ、Scheme 処理系など  

             --用途：実験、授業、レポート作成、インターネットの利用など 

      

Office （Word、Excel、PowerPoint など） 

          --用途：ドキュメント、プレゼン資料作成 

 

【創作工房３および４】 

     ノートパソコン ７３台 

     レーザープリンタ ３台 

     システムＬＳＩ実験ボード 

     プロセッサ実験ボード 

     ソフトウェア 

        Quartus Prime、 C コンパイラ、 アセンブラ、エディタなど 

           --用途：実験、授業、レポート作成など 

 

６.３ 電気情報工学科からのお知らせ 

 電気情報工学科の学生に対する通知、通達、連絡、報告および案内に関する事項は、下記の手

段により通知しますので常時よく注意して見るようにして下さい。各掲示板の位置は図６を参

照してください。 

 

① 電気情報工学科掲示板（ウエスト２号館３階エレベータホール横） 

 学科掲示板には、学科学生向けの情報が掲示されます。各個人に対する連絡等にも利用される

ので毎日必ず注意して見て下さい。 
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② 工学部等教務課ホール内掲示板（ウエスト４号館２階） 

 

③ 学生ポータルシステム（Campusmate-J） 

https://ku-portal.kyushu-u.ac.jp/campusweb/top.do 

 

④ 九州大学 Moodle（ムードル） 

https://moodle.s.kyushu-u.ac.jp/ 

 

⑤ 全学基本メール 

https://outlook.office.com/kyushu-u.ac.jp 

 

６.４ 講義室 

 基幹教育科目の講義は主にセンターゾーン、専攻教育科目の科目は主にウエストゾーン（ウエ

スト２号館、工学部西講義棟、総合学習プラザ、図６を参照）の講義室において行われます。各

授業が行われる講義室は時間割に示してあります。 

 

７.電気主任技術者国家試験の免除 

 電気事業法により、電気工作物の工事、維持および運用に関する保安の監督をするには、電気

主任技術者の免状が必要です。 

 九州大学工学部電気情報工学科の卒業生で、認定に要する科目を履修しその単位を修得して

いて、卒業後所定の経験年数を経た者は表６に示す国家試験の免除の資格を得ることができま

す。認定に要する授業科目および履修単位は表７のとおりです。 

 

８.卒業後の進路 

８.１ 大学院進学 

 電気情報工学科の学生が卒業後に仕事に従事する職場では、高度な専門知識と研究能力をも

つ人材を必要とすることが多く、実際多くの企業が、大学院出身者を積極的に採用しています

（参考資料２を参照）。このため大学としては、できるだけ多くの学生が大学院へ進学するよう

に勧めており、現在、学部学生の８０％以上が大学院に進学しています。皆さんにとっては４年

後（入学試験は４年生の夏休みに実施予定）のこととはいえ、入学した現時点で大学院進学を目

標としておくように勧めます。 

 大学院は、２年間の前期課程（修士課程）と３年間の後期課程（博士課程）に分かれています。

前期課程の修了者には修士の学位が与えられ、後期課程の修了者には博士の学位が与えられま
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す。前期課程のみで修了することももちろん可能ですが、出来れば後期課程まで進学することを

勧めます。研究の進捗により修了を短縮できる場合もあり、最短では３年間で博士号を取得する

ことも可能です。 

 皆さんが進学する大学院の専攻（専攻は大学院組織の単位で、学部でいえば、学科に相当する）

としては、主として「システム情報科学府」の情報理工学専攻、電気電子工学専攻がありますが、

この他に「システム生命科学府」システム生命科学専攻、「統合新領域学府」のユーザー感性ス

タディーズ専攻、オートモーティブサイエンス専攻、ライブラリーサイエンス専攻の一部の教員

も電気情報工学科の教育に携わっており、これらの専攻も電気情報工学科の学生の進学の対象

となっています。また進学先として、「マス・フォア・イノベーション連係学府」もあります（表

８参照）。 

 システム情報科学府の大学院入学試験の試験科目は専攻により少し異なりますが、数学、英語

（TOEIC、TOEFL または IELTS のスコアを利用する）の他に専門科目がこれに加わります。 

 一般に大学院は学部と独立した組織運営がなされており、他大学の大学院に進学することも

可能です。入学試験の科目や内容や時期は大学によって異なりますから、他大学の大学院をめざ

す場合は十分に事前調査を行う必要があります。 

 

８.２ 企業などへの就職 

 企業への就職には、大学からの推薦状を貰って入社試験に臨む推薦方式と推薦状を貰わない

自由応募方式の二通りがあります。就職手続きに関する詳しい説明は、３年後期に就職担当教員

が実施する説明会などで行いますので必ず出席するようにして下さい。過去５年間の電気情報

工学科卒業生（大学院進学者を除く）の主な就職先は表９を参考にして下さい。 

 

 

ＷＥＢページ 

電気情報工学科ＷＥＢページ https://www.eecs.kyushu-u.ac.jp/ 

大学院システム情報科学府ＷＥＢページ https://www.isee.kyushu-u.ac.jp/ 
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図１ 電気情報工学の分野の拡がり 
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表１ コースの区分と研究・産業分野との関連 

 
コース キーワード 

計算機 
工学コース 

（CMコース） 

アルゴリズム論，インターネット，オペレーティングシステム，コンパイラ，

コンピュータ・アーキテクチャ，コンピュータ・グラフィックス，システム

LSI，セキュリティ，ソフトウェア基礎論，ソフトウェア工学，データベー

ス，ニューラルネットワーク，パターン認識，ヒューマンインタフェース，

プログラミング言語，マルチエージェント，マルチメディア，自然言語処理，

ロボティクス，機械学習理論，データマイニング，情報ネットワーク，人工

知能，認知科学，並列・分散・協調処理 

電子通信 
工学コース 

（ECコース） 

集積回路工学，光エレクトロニクス，機能性電子材料，電子物性，電子デバ

イス，超格子デバイス，レーザ，機能素子，センサデバイス，ディスプレイ

デバイス，超伝導エレクトロニクス，プラズマエレクトロニクス，デバイス・

集積回路設計，システム解析・構成，大規模回路設計，システムLSI，通信ネ

ットワーク，音声・画像処理，衛星通信，移動通信，光通信，マイクロ波・

光回路設計，光情報処理  

電気電子 
工学コース 

（EEコース） 

電磁気学，回路理論，電子物性・デバイス，電気・電子材料，光エレクトロ

ニクス，電子回路，計測，制御，信号処理，電気エネルギー発生，新エネル

ギー技術，電磁エネルギー変換，電気機器学，パワーエレクトロニクス，超

伝導工学，プラズマ工学，電力システム，システム工学，産業応用システム，

交通システム，生産システム，通信システム，数値解析，計算機援用設計 
 

 

図２ 基幹教育科目と専攻教育科目の時期と講義キャンパスの概略 

 

 

冬学期

秋学期

夏学期

春学期 専攻教育科目

冬学期

秋学期

夏学期

春学期

冬学期

秋学期

夏学期

春学期

冬学期

秋学期

夏学期 工学倫理※1 ※1 センターゾーンで履修する

春学期 電気情報工学入門※2 ※2 Ⅵ群入学者は２年次に履修する

4年

後期

前期

3年

後期

前期

2年

後期

前期

開講地区
伊都キャンパス

（センターゾーン）
伊都キャンパス
（ウエストゾーン）

1年

後期

基幹教育科目

データサイエンス序論
※1

前期

電
気
電
子
工
学
コ
ー
ス

電
子
通
信
工
学
コ
ー
ス

計
算
機
工
学
コ
ー
ス

就職 大学院

進級判定

コース選択

高
年
次
基
幹
教
育
科
目

卒業研究着手判定
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表２－１ 令和８年度クラス指導教員 

 

表２－２ クラス指導教員の班担当 
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表２－１ 令和８年度クラス指導教員 

 

表２－２ クラス指導教員の班担当 

 

クラス

14-1 中村　栄太 [CM] （情報理工学専攻　　ウエスト4号館305室　　　802-3808）

14-2 笹山　瑛由 [EE] （電気電子工学専攻　CE51　N202号室　　　　　802-3830）

14-3 東川　甲平 [EE] （電気電子工学専攻　ウエスト2号館545号室　　802-3684）

14-4 趙　　建軍 [CM] （情報理工学専攻　　ウェスト2号館751号室 　 802-3625）

14-5 山下　尚人 [EC] （電気電子工学専攻　ウェスト2号館639号室　　802-3764）

14-6 田島　裕康 [CM] （情報理工学専攻　　ウエスト2号館745号室　　802-3651）

15-7 小出　　洋 [CM] （情報理工学専攻　　情報基盤研究開発ｾﾝﾀｰ棟507号室　802-2657）

15-8 宮﨑　寛史 [EE] （電気電子工学専攻　CE51　N205号室　　　　　802-3836）

15-9 興　　雄司 [EC] （電気電子工学専攻　ウエスト2号館646号室　　802-3742）

15-10 大久保文哉 [CM] （情報理工学専攻　　ウエスト2号館860号室　　802-3589）

15-11 薮田　久人 [EE] （電気電子工学専攻　ウエスト2号館556号室　　802-3727）

15-12 奥村　賢直 [EC] （電気電子工学専攻　ウェスト2号館638号室　　802-3751）

Ⅵ-13 金谷　晴一 [EC] （電気電子工学専攻　ウエスト2号館456号室　　802-3746）

Ⅵ-14 吉田　　敬 [EE] （電気電子工学専攻　ウエスト2号館652号室　　802-3687）

Ⅵ-15 宮内　翔子 [CM] （情報理工学専攻　　ウエスト2号館957号室　　802-3614）

14

15

クラス指導教員氏名［担当コース］（所属大学院専攻、部屋、電話）

Ⅵ群
入学者

14-1 14-2 14-3 14-4 14-5 14-6
令和８年度

入学
 中村 栄太

[CM]
笹山 瑛由

[EE]
東川　甲平

[EE]
趙　建軍

[CM]
山下　尚人

[EC]
田島　裕康

[CM]

令和７年度
入学

古閑　一憲
[EC]

荒川　豊
[CM]

金子　美樹
[CM]

竪　直也
[EC]

木須　隆暢
[EE]

梅谷　和弘
[EE]

令和６年度
入学

東川　甲平
[EE]

小野　貴継
[CM]

牟田　修
[EC]

吉田　敬
[EE]

山内　由紀子
[CM]

小野寺　武
[EC]

15-7 15-8 15-9 15-10 15-11 15-12
令和８年度

入学
小出　洋

[CM]
宮﨑　寛史

[EE]
興　雄司

[EC]
大久保　文哉

[CM]
薮田　久人

[EE]
奥村　賢直

[EC]

令和７年度
入学

吉岡　宏晃
[EC]

ｱﾊﾒｯﾄﾞ ｱｼﾙ
[CM]

末廣　大貴
[CM]

寺島　知秀
[EC]

井上　弘士
[CM]

宮﨑　寛史
[EE]

令和６年度
入学

薮田　久人
[EE]

木野　久志
[EC]

殷　成久
[CM]

笹山　瑛由
[EE]

湯浅  裕美
[EC]

土中　哲秀
[CM]

Ⅵ-13 Ⅵ-14 Ⅵ-15
令和８年度

入学
金谷　晴一

[EC]
吉田　敬

[EE]
宮内　翔子

[CM]

令和７年度
入学

松永　裕介
[CM]

矢嶋　赳彬
[EC]

中村　大輔
[EE]

令和６年度
入学

山本　薫
[EE]

大島　聡史
[CM]

近藤　博基
[EC]

１４クラス

１５クラス

Ⅵ群
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表３ １年次に開講される専攻教育科目の時間割 

【前期・後期とも火曜日４限目に実施】 
 

 

４限目 

(14:50-16:20) 

火

曜

日 

【春学期】電気情報工学入門 

(工学部講義室) 

電気情報工学科全教員 

【夏学期】工学倫理 

(センターゾーン講義室） 

大久保 文哉 准教授 

【後期】データサイエンス序論 

(センターゾーン講義室） 

内田誠一 教授 

 

 

 

表４ 各コースの代表的分野 

コース 代表的分野 

計算機工学コース 

（ＣＭコース） 

  

CM1 計算機アーキテクチャ分野 

 CM2 数理情報科学分野 

 CM3 ソフトウェア工学分野 

 CM4 AI・ロボティクス分野 

 CM5 通信ネットワーク・ 

サイバーセキュリティ分野 

電子通信工学コース 

（ＥＣコース） 

 EC1 電子工学分野 

 EC2 通信工学分野 

電気電子工学コース 

（ＥＥコース） 

 EE1 計測制御分野 

 EE2 エネルギー分野 
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表５ 要求科目表 

 

記号などの説明 

コース 

 

ＣＭ 計算機工学コース 

ＥＣ 電子通信工学コース 

ＥＥ 電気電子工学コース 

○  各コースの必修科目 

△  各コースの選択推奨科目 

無印 選択科目 

 

国家資格 

電気主任技術者の資格認定    詳細は７章を参照 

  

◎ 認定に必要な科目（必須） 

○ 認定に必要な科目（選択） 

（注）を付した科目のうち２単位以上を必ず修得しなければならない 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）１年前期

国家資格

CM EC EE 電気主任

電気情報工学入門 1 春学期 ○ ○ ○
工学倫理 1 夏学期 ○ ○ ○

（２）１年後期

国家資格

CM EC EE 電気主任

データサイエンス序論 2 ○ ○ ○

授業科目 単位数
コース

授業科目 単位数
コース

クォーター

科目

開講期

クォーター

科目

開講期
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（３）２年前期

国家資格

CM EC EE 電気主任

工学概論 2 ○ ○ ○
電気情報数学Ⅰ 1 春学期 ○ ○ ○
電気情報数学Ⅱ 1 夏学期 ○ ○ ○
回路理論Ⅰ 2 春学期 ○ ○ ○ ◎
回路理論Ⅱ 2 夏学期 ○ ○ ○ ◎
論理回路 2 春学期 ○ ○ ○ ○
プログラミング論 2 春学期 ○ ○ ○
プログラミング演習Ⅰ 1 夏学期 ○ ○ ○ ○
コンピュータアーキテクチャⅠ 2 夏学期 ○ ○ ○ ○
情報論理学Ⅰ 1 春学期 ○
情報論理学Ⅱ 1 夏学期 ○
データ構造とアルゴリズムⅠ 1 春学期 ○
データ構造とアルゴリズムⅠ 1 夏学期 △ △
データ構造とアルゴリズムⅡ 1 夏学期 ○ △ △
テクノロジー・マーケティング 2 春／夏

（４）２年後期

国家資格

CM EC EE 電気主任

電気情報工学セミナーA 0.5 秋学期 ○ ○ ○
電気情報工学セミナーB 0.5 冬学期
電磁気学Ⅰ 2 秋学期 ○ ○ ◎
電磁気学Ⅰ 2 △ ◎
電磁気学Ⅱ 2 冬学期 ○ ○ ◎
回路理論Ⅲ 1 秋学期 ○ ○ ◎
回路理論Ⅳ 1 冬学期 ○ ○ ◎
ディジタル電子回路Ⅰ 1 秋学期 ○ ○
ディジタル電子回路Ⅱ 1 冬学期 ○ ○
制御工学AⅠ 1 秋学期 ○ ◎
制御工学AⅡ 1 冬学期 ○ ◎
電子物性Ⅰ 1 秋学期 ○ ○ ○
電子物性Ⅱ 1 冬学期 ○ ○ ○
プログラミング演習Ⅱ 1 秋学期 ○ ○ ○
プログラミング演習Ⅲ 1 冬学期 ○ ○ ○
信号とシステムⅠ 1 秋学期 △ ○ ○
信号とシステムⅡ 1 冬学期 △ ○ ○
エネルギー基礎論Ⅰ 1 秋学期 ○ ◎
エネルギー基礎論Ⅱ 1 冬学期 ○ ◎
形式言語とオートマトンⅠ 1 秋学期 ○
形式言語とオートマトンⅡ 1 冬学期 ○
オペレーティングシステムⅠ 1 秋学期 ○
オペレーティングシステムⅡ 1 冬学期 ○
データ構造とアルゴリズム演習 1 ○
基礎PBLⅠ 1 ○
常微分方程式とラプラス変換 2 ○ ○ ○
応用確率論 2 △
電気情報工学基礎実験 2 ○ ○ ○ ◎

授業科目 単位数
クォーター

科目
開講期

コース

授業科目 単位数
クォーター

科目
開講期

コース

― 20 ―



（５）３年前期-１

国家資格

CM EC EE 電気主任

コンピュータアーキテクチャⅡ 2 春学期 △ ○
電磁気学Ⅲ 1 春学期 ○ ○ ○
電磁気学Ⅳ 1 夏学期 ○ ○ ○
ディジタル電子回路Ⅰ 1 春学期 △ △ ○
ディジタル電子回路Ⅱ 1 夏学期 △ △ ○
制御工学AⅢ 1 春学期 △
制御工学AⅣ 1 夏学期 △
離散数学Ⅰ 1 春学期 ○ △
離散数学Ⅱ 1 夏学期 ○ △
ソフトウェア工学Ⅰ 1 春学期 △
ソフトウェア工学Ⅱ 1 夏学期 △
アナログ電子回路Ⅰ 1 春学期 △ ○ ○ ○
アナログ電子回路Ⅱ 1 夏学期 △ ○ ○ ○
計測工学AⅠ 1 春学期 ○ ◎
計測工学AⅡ 1 夏学期 ○ ◎
データ構造とアルゴリズムⅢ 1 春学期 △
データ構造とアルゴリズムⅣ 1 夏学期 △
基礎エネルギー変換機器学Ⅰ 1 春学期 ○ ◎
基礎エネルギー変換機器学Ⅱ 1 夏学期 ○ ◎
コンピュータシステムⅠ 1 春学期 △
コンピュータシステムⅡ 1 夏学期 △
計測工学BⅠ 1 春学期 △ △
計測工学BⅡ 1 夏学期 △ △
情報理論Ⅰ 1 春学期 ○ ○ △ ○
情報理論Ⅱ 1 夏学期 ○ ○ △ ○
半導体の性質 1 春学期 ○ △ ○
トランジスタ基礎論 1 夏学期 ○ △
電磁波工学Ⅰ 1 春学期 △ △
電磁波工学Ⅱ 1 夏学期 △ △
光学・フォトニクス基礎 1 夏学期 △ △
電力輸送工学Ⅰ 1 春学期 △ ◎
電力輸送工学Ⅱ 1 夏学期 △ ◎
確率統計Ⅰ 1 春学期 ○ ○
確率統計Ⅱ 1 夏学期 ○ ○
データベースⅠ 1 春学期 ○
データベースⅡ 1 夏学期 ○
電気電子材料Ⅰ 1 春学期 △
電気電子材料Ⅱ 1 夏学期 △
プログラミング言語論Ⅰ 1 春学期 △
プログラミング言語論Ⅱ 1 夏学期 △
集積回路工学通論 2 夏学期 ○
ディジタル信号処理Ⅰ 1 春学期 △ △ △ ○
ディジタル信号処理Ⅱ 1 夏学期 △ △ △ ○

授業科目 単位数
クォーター

科目
開講期

コース
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（５）３年前期-２

国家資格

CM EC EE 電気主任

複素関数論 2 △ ○ ○
量子力学応用Ⅰ 1 春学期 △
量子力学応用Ⅱ 1 夏学期 △
基礎PBLⅡ 1 ○
電気情報工学実験Ⅰ 2 ○ ○ ○ ◎
電気情報工学実習* 1 △ △ △

* ： 電気情報工学実習は３年次又は４年次休暇中に２週間以上行う。

授業科目 単位数
クォーター

科目
開講期

コース

（６）３年後期-１

国家資格

CM EC EE 電気主任

制御工学AⅠ 1 秋学期 △ ◎
制御工学AⅡ 1 冬学期 △ ◎
アナログ電子回路Ⅲ 1 秋学期 △ △ ○（注）
アナログ電子回路Ⅳ 1 冬学期 △ △ ○（注）
計測工学AⅢ 1 秋学期 △ ○
計測工学AⅣ 1 冬学期 △ ○
コンピュータシステムⅢ 1 秋学期 △
コンピュータシステムⅣ 1 冬学期 △
電子デバイスⅠ 1 秋学期 △ ○
電子デバイスⅡ 1 冬学期 △ ○
通信方式Ⅰ 1 秋学期 △ ○ ○
通信方式Ⅱ 1 冬学期 △ ○ ○
制御工学BⅠ 1 秋学期 ○
制御工学BⅡ 1 冬学期 ○
コンパイラⅠ 1 秋学期 ○
コンパイラⅡ 1 冬学期 ○
サイバーセキュリティⅠ 1 秋学期 △
サイバーセキュリティⅡ 1 冬学期 △
エネルギー変換機器工学Ⅰ 1 秋学期 △ ◎
エネルギー変換機器工学Ⅱ 1 冬学期 △ ◎
電気エネルギー工学通論Ⅰ 1 秋学期 ○ ○ ○
電気エネルギー工学通論Ⅱ 1 冬学期 ○ ○ ○
通信工学通論Ⅰ 1 秋学期 ○
通信工学通論Ⅱ 1 冬学期 ○
コンピュータシステム通論Ⅰ 1 秋学期 ○ ○
コンピュータシステム通論Ⅱ 1 冬学期 ○ ○
集積回路工学Ⅰ 1 秋学期 △ △ ○
集積回路工学Ⅱ 1 冬学期 △ △ ○
パワーエレクトロニクスⅠ 1 秋学期 △ ◎
パワーエレクトロニクスⅡ 1 冬学期 △ ◎
システム工学Ⅰ 1 秋学期 △ ○
システム工学Ⅱ 1 冬学期 △ ○
通信ネットワークⅠ 1 秋学期 △ △
通信ネットワークⅡ 1 冬学期 △ △

授業科目 単位数
クォーター

科目
開講期

コース
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（６）３年後期-２

国家資格

CM EC EE 電気主任

超伝導基礎論Ⅰ 1 秋学期 △
超伝導基礎論Ⅱ 1 冬学期 △
プラズマ工学Ⅰ 1 秋学期 △ △ ○
プラズマ工学Ⅱ 1 冬学期 △ △ ○
数理計画法Ⅰ 1 秋学期 △ △
数理計画法Ⅱ 1 冬学期 △ △
技術表現法Ⅰ 1 秋学期 △
技術表現法Ⅱ 1 冬学期 △
高電圧・パルスパワー工学Ⅰ 1 秋学期 △ ○
高電圧・パルスパワー工学Ⅱ 1 冬学期 △ ○
分散システムⅠ 1 秋学期 △
分散システムⅡ 1 冬学期 △
アルゴリズム論Ⅰ 1 秋学期 △
アルゴリズム論Ⅱ 1 冬学期 △
人工知能Ⅰ 1 秋学期 △
人工知能Ⅱ 1 冬学期 △
電気情報工学実験Ⅱ 2 ○ ○ ○ ◎
電気情報工学実験Ⅲ 2 ○
光エレクトロニクスⅠ 1 秋学期 △ △ ○
光エレクトロニクスⅡ 1 冬学期 △ △ ○
パターン認識Ⅰ 1 秋学期 △
パターン認識Ⅱ 1 冬学期 △
半導体技術マップ 2 秋学期 △
電気情報工学実習* 1 (△) (△) (△)

* ： 電気情報工学実習は３年次又は４年次休暇中に２週間以上行う。

授業科目 単位数
クォーター

科目
開講期

コース
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（７）４年前期

国家資格

CM EC EE 電気主任

基礎PBLⅢ 2 △
電気電子工学設計Ⅰ 1 春学期 △ △ ○（注）
電気電子工学設計Ⅱ 1 夏学期 △ △ ○（注）
持続可能半導体概論 1 春学期 △
半導体ビジネス概論 1 春学期 △
半導体技術経営概論 1 春学期 △
半導体社会実装学概論 1 春学期 △
電気情報工学実習* 1 (△) (△) (△)

* ： 電気情報工学実習は３年次又は４年次休暇中に２週間以上行う。

（８）４年後期

国家資格

CM EC EE 電気主任

電気法規および施設管理Ⅰ 1 秋学期 △ ◎
電気法規および施設管理Ⅱ 1 冬学期 △ ◎
電気情報工学実習* 1 (△) (△) (△)

* ： 電気情報工学実習は３年次又は４年次休暇中に２週間以上行う。

（９）４年通年

国家資格

CM EC EE 電気主任
電気情報工学卒業研究 8 ○ ○ ○

コース

クォーター
科目

開講期

コース

授業科目 単位数

授業科目 単位数

クォーター
科目

開講期

授業科目 単位数
クォーター

科目
開講期

コース
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図６ 掲示板などの配置図 

 

 

 

 

表６ 電気主任技術者免状の種類 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

免状の種類 監督できる範囲 
実務経験 

履修科目 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

実務内容 経験年数 

第一種電気主任 
技術者免状 全般 

電圧５万ボルト以上

の電気工作物の工事

維持又は運用 
卒業後 
５年以上  表７を参照 

第二種電気主任 
技術者免状 

17万ボルト未満の 
電気工作物 １万ボルト以上  卒業後 

３年以上 表７を参照 

第三種電気主任 
技術者免状 

5万ボルト未満の 
電気工作物 500ボルト以上 卒業後 

１年以上 表７を参照 
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表７ 電気主任技術者認定基準に規定する授業科目および履修単位 

 
科目 
区分 学    科    目 単  位  数 

学   科   目   の   概   要 
1年 2年 3年 4年 計 

①  
電

気

工

学

又

は

電

子

工

学

等

の

基

礎

に

関

す

る

も

の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
17 
単以 
位上 

◎

科

目 

電磁気学Ⅰ  ２   ２ ﾍﾞｸﾄﾙ解析、電磁界と基本法則、真空中の静電界、真空中における導体系 

電磁気学Ⅱ  ２   ２ 誘電体、静電ｴﾈﾙｷﾞｰと静電力、定常電流界、定常電流による磁界、ﾏｸｽｳｪﾙ方程

式 

回路理論Ⅰ  ２   ２ 抵抗回路、回路素子、正弦波と複素数、交流回路と記号的計算法、相互ｲﾝﾀﾞｸﾀ

ﾝｽと変成器 

回路理論Ⅱ  ２   ２ 回路方程式、回路に関する諸定理、二端子対網とその基本的表示法 

回路理論Ⅲ  １   １ 能動回路、３相交流、集中定数回路の過渡現象 

回路理論Ⅳ  １   １ 過渡現象、分布定数回路 

計測工学ＡⅠ   １  １ 電気・電子計測の基礎（測定方式、測定限界、電気・電子計器） 

計測工学ＡⅡ   １  １ 電気量・磁気量測定の基礎 

小            計                   １２  
○

科

目 

電磁気学Ⅲ   １  １ 磁性体、電磁誘導と磁界のｴﾈﾙｷﾞｰ 

電磁気学Ⅳ   １  １ 定常電流による磁界、磁性体、ﾏｸｽｳｪﾙ方程式、電磁波 

計測工学ＡⅢ   １  １ 電流、電圧、ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ、電力、周波数・位相測定、ﾊﾟﾙｽ、高周波 

計測工学ＡⅣ   １  １ ﾊﾟﾙｽ、高周波、磁気計測 

ｱﾅﾛｸﾞ電子回路Ⅰ   １  １ 半導体とﾀﾞｲｵｰﾄﾞ、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀの基本特性 

ｱﾅﾛｸﾞ電子回路Ⅱ   １  １ ｈﾊﾟﾗﾒｰﾀとﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ増幅器、ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ回路 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ電子回路Ⅰ   １  １ ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ論理ｹﾞｰﾄ、論理回路 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ電子回路Ⅱ   １  １ 波形の発生と操作、PLD 回路、DA･DA 変換回路 

半導体の性質   １  １ 半導体結晶、半導体のｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾝﾄﾞ、真性半導体と外因性半導体、ｷｬﾘｱの発生と

輸送 
電子ﾃﾞﾊﾞｲｽⅠ   １  １ 磁性体ﾃﾞﾊﾞｲｽ、その他のﾃﾞﾊﾞｲｽ 

電子ﾃﾞﾊﾞｲｽⅡ   １  １ 超伝導ﾃﾞﾊﾞｲｽ、液晶ﾃﾞﾊﾞｲｽ、光半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽ 

集積回路工学Ⅰ   １  １ 集積回路の構成素子、集積回路の製造技術 

集積回路工学Ⅱ   １  １ 集積回路の基本構成、集積回路設計の基礎 

確率統計Ⅰ   １  １ 確率現象の定式化、確率変数とその分布、統計的推測概論、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ推定 

確率統計Ⅱ   １  １ 統計的推定、最尤推定、区間推定、仮説検定、回帰分析、ﾍﾞｲｽﾞ推定 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅱ  １   １ 微分方程式および偏微分方程式、信号の標本化および量子化、過渡現象ｼﾐｭﾚｰｼ

ｮﾝ、電磁界ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅲ  １   １ 非線形方程式、常微分方程式、数値積分、補間と近似、制御解析 

電子物性Ⅰ  １   １ 量子力学、統計力学、金属の自由電子論、電子輸送現象 

電子物性Ⅱ  １   １ 結晶構造、ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾞﾝﾄﾞ構造、半導体 

小            計                 １９  
計                          ３１  

②  ◎

科

目 

ｴﾈﾙｷﾞｰ基礎論Ⅰ  １   １ ｴﾈﾙｷﾞｰと社会、火力発電、原子力発電、水力発電、地球環境 

 ｴﾈﾙｷﾞｰ基礎論Ⅱ  １   １ 燃料電池、風力・太陽光発電、ｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵、核融合発電 

材
料
並
び
に
電
気
法
規
に
関
す
る
も
の 

発
電
、
変
電
、
送
電
、
配
電
及
び
電
気 

電力輸送工学Ⅰ   １  １ 送配電の基礎、表示、ｼｽﾃﾑの安定性、故障計算、潮流計算、電力ｼｽﾃﾑの保護、

変電工学 
電力輸送工学Ⅱ   １  １ 電力ｼｽﾃﾑのﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ、電力ｼｽﾃﾑの安定度、経済運用、周波数制御、故障計算 

電気法規および施設管

理Ⅰ 
   １ １ 電気法規 

電気法規および施設管

理Ⅱ 
   １ １ 施設管理 

小            計                      ６  
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科目 
区分 学    科    目 単  位  数 

学   科   目   の   概   要 
1年 2年 3年 4年 計 

以
上 

 
 

 

８
単
位 

○

科

目 

高電圧・ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾜｰ工学

Ⅰ 
  

１  １ 高電圧工学の基礎、高電圧・ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾜｰの発生 

高電圧・ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾜｰ工学

Ⅱ 
  

１  １ 高電圧・ﾊﾟﾙｽﾊﾟﾜｰの計測、利用 

電気ｴﾈﾙｷﾞｰ工学通論Ⅰ   １  １ 電気機器、電動機のﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ制御、ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

電気ｴﾈﾙｷﾞｰ工学通論Ⅱ   １  １ 電気ｴﾈﾙｷﾞｰと環境、発電、電力輸送ｼｽﾃﾑ 

ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ   １  １ ｼｽﾃﾑの表現、信頼性 

ｼｽﾃﾑ工学Ⅱ   １  １ ｼｽﾃﾑｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞ、ｼｽﾃﾑの最適化 

小            計                      ６  
計                          １２  

③  
◎

科

目 

基礎ｴﾈﾙｷﾞｰ変換機器学

Ⅰ   １  １ 電気―機械ｴﾈﾙｷﾞｰ変換、電気機器の統一原理、ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽの基礎 

 
基礎ｴﾈﾙｷﾞｰ変換機器学

Ⅱ   １  １ 電気機器の基本特性、半導体電力変換装置 

並
び
に
情
報
伝
送
及
び
処
理
に
関
す
る
も
の 

電
気
及
び
電
子
機
器
、
自
動
制
御
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換機器工学Ⅰ   １  １ 変圧器、誘導機、同期機、直流機の定常解析、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ概論 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換機器工学Ⅱ   １  １ 電気機器の空間ﾍﾞｸﾄﾙ理論 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅠ   １  １ 基本回路、ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ制御、電源装置、電力系統への応用 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅡ   １  １ ﾊﾟﾜｰ半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽ、電力変換、ｲﾝﾊﾞｰﾀ、ｺﾝﾊﾞｰﾀ 

制御工学ＡⅠ  １   １ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御の基礎及び設計、伝達関数、周波数応答、安定判別、応答特性 

制御工学ＡⅡ  １   １ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ制御、線形ｼｽﾃﾑ、古典制御理論 

小            計                      ８  
○

科

目 

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅠ   １  １ 光の伝搬とﾓｰﾄﾞ理論、ﾌﾚﾈﾙ領域・ﾌﾗｳﾝﾎｰﾌｧ領域、ｶﾞｳｼｱﾝﾋﾞｰﾑ、光線伝搬行率、

光導波路理論、誘電体伝搬 

光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽⅡ   １  １ ﾌｫﾄﾆｸｽ基礎、ｼｭﾚﾃﾞｨﾝｶﾞｰ方程式、古典的振動子、ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ係数、ﾚｰﾄ方程式、

発光ﾃﾞﾊﾞｲｽ、測光ﾃﾞﾊﾞｲｽ、ﾚｰｻﾞｰ、光集積回路 

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ工学Ⅰ   １  １ 平均自由行程、ﾏｯｸｽｳｴﾙ･ﾎﾞﾙﾂﾏﾝ分布、気体の絶縁破壊、荷電粒子の電磁界中の

運動 
ﾌﾟﾗｽﾞﾏ工学Ⅱ   １  １ 波動現象、輸送現象、電磁波現象、応用 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習Ⅰ  １   １ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語Ｃ入門、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒｶﾆｽﾞﾑ、数値演算誤差、連立一次方程式、

非線型方程式、数値積分、ﾃﾞｰﾀ構造とｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ入門 

論理回路  ２   ２ ｱﾅﾛｸﾞとﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ、ﾌﾞｰﾙ代数と論理関数、組合せ論理回路、有限状態機械、算術

演算回路 

情報理論Ⅰ   １  １ 情報とは、情報量と情報源、離散的通信路と通信路容量、符号化の理論、連続

的通信系の理論、標本化定理 
情報理論Ⅱ   １  １ 情報のｴﾝﾄﾛﾋﾟｰ、相互情報量、通信路容量、ﾃﾞｰﾀ圧縮，誤り訂正符号 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理Ⅰ   １  １ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理の概要、信号のﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ化、離散信号とその表現、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾌｨﾙ

ﾀ 
ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理Ⅱ   １  １ ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理、ﾌｰﾘｴ変換、離散時間信号、離散時間ｼｽﾃﾑ、離散ﾌｰﾘｴ変換、

差分方程式、周波数応答、z 変換 
信号とｼｽﾃﾑⅠ  １   １ ﾌｰﾘｴ変換とﾌｰﾘｴ逆変換、信号の変調とｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ、連続時間ｼｽﾃﾑの特性と解析 

信号とｼｽﾃﾑⅡ  １   １ 離散ﾌｰﾘｴ変換、z 変換、D 変換 

通信方式Ⅰ   １  １ ﾌｰﾘｴ変換と線形ｼｽﾃﾑ、雑音、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ伝送、ｱﾅﾛｸﾞ変調、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ変調、多重伝

送 
通信方式Ⅱ   １  １ ｱﾅﾛｸﾞ変調と復調、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ変調と復調方式 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬⅠ  ２   ２ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの原理、命令ｾｯﾄ・ｱｰｷﾃｸﾁｬ、演算回路の構成、ﾌﾟﾛｾｯｻの構成、記憶回

路の構成 
 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬⅡ   ２  ２ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｼｽﾃﾑの性能、命令ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ処理、ｷｬｯｼｭﾒﾓﾘ、仮想記憶、ﾌｧｲﾙ I/O、 
仮想メモリ技術、入出力処理 10 

以
上 

単
位 

小           計                   １９  
計                        ２７  
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【注意】◎印の科目は必ず取得しておくこと。 

  
 

科目 
区分 学    科    目 単  位  数 

学   科   目   の   概   要 
1年 2年 3年 4年 計 

④  ◎

科

目 

電気情報工学基礎実験  ２   ２ 交流ﾌﾞﾘｯｼﾞ、LCR 回路の周波数特性、過渡現象、ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ回路、光測定 

工
学
若
し
く
は
電
子
工
学
実
習
に
関
す
る
も
の 

電
気
工
学
若
し
く
は
電
子
工
学
実
験
又
は
電
気 

電気情報工学実験Ⅰ   ２  ２ 変圧器、誘導機、同期機、直流機、太陽電池、ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ増幅回路、振幅変調及び

周波数変調 

電気情報工学実験Ⅱ   ２  ２ 電気応用実験：半導体ﾚｰｻﾞと受光素子、ﾌﾟﾗｽﾞﾏの特性、ｻｰﾎﾞ系の制御 
電気応用実験：電圧・電界の光計測、ｼｽﾃﾑ、ﾌﾟﾗｽﾞﾏ制御、ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ制御 

       

       

       

           計                             ６  

 

以
上 

６
単
位 

  

⑤  ○

科

目 

電気電子工学設計Ⅰ    １ １ 回路ｼﾐｭﾚｰﾀ SPICE、過渡応答、周辺回路の設計、組み込みｼｽﾃﾑの作製と特性

評価 

及
び
電
子
機
器
製
図
に
関
す
る
も
の 

 
 
 

以
上 

電
気
及
び
電
子
機
器
設
計
又
は
電
気 

  

２
単
位  

電気電子工学設計Ⅱ    １ １ ｱﾅﾛｸﾞ回路、ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路、回路ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、ｿﾌﾄｳｪｱ工学、回路製作 

ｱﾅﾛｸﾞ電子回路Ⅲ   １  １ ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟ回路、発振回路、変・復調回路、これらの回路のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ解析、電源

回路、ﾉｲｽﾞとその対策 

ｱﾅﾛｸﾞ電子回路Ⅳ   １  １ 半導体素子のｽｲｯﾁﾝｸﾞ特性、 波形操作回路、ﾏﾙﾁﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ、ﾀｲﾏｰ回路、ｼｭﾐｯﾄﾄﾘ

ｶﾞ回路、のこぎり波発生回路、電源回路、ﾉｲｽﾞ 
       

 
     

 

計                             ４  

総      計         ８０単位   
認定に必要な単位＝①（17 単位以上）＋②（8 単位以

上）＋③（10 単位以上）＋④（6 単位以上）＋⑤（2 単

位以上）＝43 単位以上  
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表８ 関連する大学院の専攻名と学生定員 

（令和８年４月現在。受験の際は各学府の募集要項を参照すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム情報科学府            
           
           
           
           
           
           
           
 
 

専 攻 名（コース名） 修士定員 博士定員 
  情報理工学専攻 6 

 (情報アーキテクチャ・セキュリティコース) 

(データサイエンスコース) 

(AI・ロボティクスコース) 

  電気電子工学専攻 

 (情報デバイス・システムコース) 

 (エネルギーデバイス・システムコース) 

１３５ 
 

 
 

９５ 

２９ 
 
 
 

１６ 
 
 

計 ２３０ ４５ 
                                              

         
         
         

システム生命科学府            
           
           

専 攻 名 修士定員 博士定員 
 システム生命科学専攻 ８０ －7 

 

         
         
         
         
         
         

統合新領域学府            
           
           
           
           
           

専 攻 名 修士定員 博士定員 

ユーザー感性スタディーズ専攻 

 オートモーティブサイエンス専攻 

 ライブラリーサイエンス専攻 

１０ 

２１ 

１０ 

３ 

７ 

３ 

計 ４１ １３ 
 

マス・フォア・イノベーション連係学府 

博士前期定員 8 博士後期定員 
３ １ 

 
6 システム情報科学府情報理工学専攻では、博士定員は令和９年度入学者から３４名へ変更予定。 
7 システム生命科学府の博士後期課程は，令和１０年４月入学者より募集予定。定員は未定。 
8 受験時には、システム情報科学府修士課程入学試験に合格している必要がある。システム情報科学府 
合格者から博士前期定員３名。 
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表９ 過去５年間の電気情報工学科卒業生（大学院進学者を除く）の主な就職先 

 

 

 

※順不同 

※大学院進学者の主な就職先は参考資料２を参照 

 

R7 R6 R5 R4 R3

アクセンチュア 日産自動車 NSW 福岡県職員 東京エレクトロン

アクサス 九州電力 サイバーエージェント 国立大学法人九州大学 アドソル日進

ナビタイムジャパン タカヤ 清水建設 ティーネットジャパン 興和

ファーストリテイリング 不二輸送機工業 アドソル日進 チームラボ ソフトギア

NTTデータグループ 鹿島建設 NTTコムウェア ベネッセコーポレーション 日本ビジネスソフト

第一高周波工業 日立社会情報サービス 日産自動車 MJC FLINTERS

日本電営 ファイテック スカイコム ボッシュ SOC

シンプレクス・ホールディングス 関西電力 REALIZE 川崎重工業 AWSジャパン

児島電機 アルプス技研 キヤノン電子管デバイス NTTコムウェア レアゾンホールディングス

PKSHA Infinity Japan Advanced Semiconductor Manufacturing 東京海上日動システムズ 日産自動車 西日本高速道路

キーウォーカー MJC 九州電力 サイバーエージェント

本田技研工業 NTTデータMSE 京セラ ユピテル

AWS Canada 三浦工業 日本アクティ・システムズ ソフトバンク

国土交通省国土地理院 北川鉄工所

ナンバーワンソリューションズ 兵庫県職員

TOTO 住電通信エンジニアリング

アドソル日進 九電工

ピクシブ アビームコンサルティング

電通国際情報サービス 九州電力

独立行政法人水資源機構 熊本県職員

きんでん

MJC

中国電力ネットワーク

関西電力
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